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防
火
用
水
大
井
戸
蓋
調
製
補
助
に
つ
い
て

大
村
最
高
々
舎
本
建
築
に
関
す
る
件

市
有
地
使
用
願

図
書
館
施
設
充
実
に
関
す
る
寄
附
に
つ
い
て

大
高
松
定
時
制
の
学
訟
指
加
に
つ
レ
て

五
十
万
円
出
資
金
に
つ
い
て

消
防
自
動
車
購
入
方
陳
情
の
件

学
佐
法
人
助
成
金
申
詩
書

ボ
ー
ト

一
一
一
隻
の
改
装
計
画
遂
行
に
つ

レ
て

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
官
走
場
内
売
陪
営
業
所
位
置
変
更
に
関

す
る
件

竹
松
小
路
口
地
区
小
公
園
設
置
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
禁
止
方
陳
情
に
つ
い
て
(
築
島
)

大
村
市
首
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト

レ
1
ス
域
内
友
港
町
滋
止
に

桂
梧
架
設
の
件

富
の
原
榔
無
灯
火
解
消
陳
情
に
つ
い
て

航
海
陣
筈
動
防
去
に
つ
い
て

横
山
瀦
池
災
害
復
旧
に
対
す
る
補
助
の
仲

道
路
新
置
に
つ
い
て
異
義
陳
情
書

旧
航
空
隊
跡
奄
美
開
拓
組
合
用
地
買
牧
中
止
巌
願
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気
導
入
に
関
す
る
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多
艮
岳
南
部
及
東
部
線
開
拓
道
路
々
一
腕
変
更
の
件

拶

-f医
院
抗
体
-
覧
気
位
置
費
に
対
す
る
補
助
金
交
付
方
に

院
す
そ
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農
道
政
修
方
陳
情
の
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農
道
新
設
に
関
す
る
件

葛
披
地
堤
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一
部
補
修
に
闘
す
る
件

中
里
郡
蕗
農
道
改
修
に
臨
す
る
件

重
弁
回
都
柏
木
堂
農
林
道
新
設
に
関
す
る
件

大
村
駅
前
排
水
溝
早
急
融
修
方
陳
情
に
つ
い
て

長
久
寺
川
橋
梁
架
設
に
つ
い
て

裏
袋
町
道
路
政
修
に
関
す
る
請
願

通
学
道
路
設
置
に
関
す
る
陳
情
聾

都
川
改
良
工
事
に
対
す
る
用
地
買
牧
に
院
す
る
件

馬
桜
場
鉄
道
宿
舎
排
水
溝
整
備
並
に
消
火
栓
設
置
の
件

原
口
郷
排
水
溝
政
修
に
関
す
る
件

水
田
、
古
町
貫
通
道
路
改
修
の
件

慰
問
木
小
学
校
々
舎
増
築
に
関
す
る
件

市
長
よ
り
の
援
助
に
つ
い
て
陳
情

幼
稚
園
の
設
置
に
つ
い
て

大
村
小
学
校
に
花
る
五
教
組
御
成
門
保
存
に
院
す
る
件

校
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新
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促
進
陳
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書
(
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央
小
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雨
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体
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場
兼
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楽
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政
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陳
情
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数
量
増
築
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る
件
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修
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消

県
の
方
針
が
未
定
に
し
て
本
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に
於
て
は
目
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の
処
義
務
教
育
施
設
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急
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あ
り
方
針
確
定
後
善
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た
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目

下
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協

予
算
の
弘
前
す
範
囲
内
に
於
て
早
急
に
は
実
施
出
来
ざ
る
も
逐
次
充
実
を
計
り
購
入
す
る
計
画
で
あ
る

こ
九
年
度
当
初
予
算
に
計
上
中

十
二
月
の
定
例
会
へ
三
万
円
の
追
加
上
程
議
決
さ
れ
た
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採

択

竹
松
地
区
の
全
体
計
画
と
し
て
目
下
検
討
中
だ
あ
り
ま
す

農
作
物
の
被
害
が
生
じ
な
い
様
注
意
す
る
こ
と
の
希
望
程
度
で
あ
っ
た
の
で
市
も
つ
と
め
て
協
力
す
る
こ
と
を

話
合
っ
て
了
解
す
る

場
附
樹
樹
同
州
剰
刺
副
倒
刑
判
闘
劃
叫
寸
川
寸
則
剖
刷
叫
制
問
刑
制
判
廿
割
引
創
刊
叶
制
町
制
出
叫
寸
川
寸
削

充
分
調
査
の
上
決
定
致
し
た
い

検

討

中

海
底
を
詳
細
に
調
査
A

保
安
隊
}
に
よ
り
、
す
で
に
船
腹
の
蓋
銀
も
聞
き
航
行
上
向
等
支
障
な
き
も
の
と
認
む

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
工
事
費
一

、

O
二
六
、

0
0
0円
査
定
詰

充
分
陳
情
書
に
基
レ
て
現
地
苅
照
の
上
、
早
急
に
善
処
致
し
た
い

開
拓
組
合

(組
合
長
川
村
虎
熊
氏
)
と
協
議
の
結
果
、
中
止
車
販
の
件
は
組
合
側
徹
回
保
安
隊
用
地
と
し
て
譲

渡
す
る
こ
と
に
話
合
詰

本
科
は
政
府
の
補
助
事
業
と
し
て
の
予
定
は
二
九
年
度
で
あ
る
が
現
庄
承
認
申
請
中
で
あ
る
の
で
正
式
決
定
を

待
っ
て
市
補
助
額
を
検
討
す
る
予
定

地
元
市
議
員
並
に
農
業
委
員
に
諮
り
現
地
調
査
の
上
、
路
線
変
更
方
に
つ
い
て
県
と
交
、
捗
の
結
果
、

一
月
十
四

日
県
主
管
課
長
来
大
、
調
査
の
上
、
検
討
を
加
え
る
事
と
な
っ
て
い
る

本
件
に
つ
い
て
は
市
議
会
に
於
て
は
採
択
酷
で
あ
る
の
で
担
当
課
に
於
て
補
助
額
要
求
に
つ
い
て
目
下
検
討
中

で
あ
る

こ
の
農
道
は
今
舵
鈴
田
l
一
一
一
浦
間
県
道
の
強
工
に
伴
い
該
県
道

へ
の
取
付
路
線

の
拡
張
工
事
と
し
て
延
長
約
四

O
O米
に
し
て
二
九
年
度
事
業
と
し
て
計
画
予
定
な
り

飴
団
地
区
農
道
は
測
量
完
了
せ
る
に
つ
き
二
十
九
年
度
事
業
と
し
て
実
施
計
画

一
一
十
八
年
度
事
業
に
於
て
工
事
完
了
補
助
演

二
十
八
年
度
県
費
補
助
事
業
と
し
て
計
画
済

近
日
中
に
測
量
の
予
定
に
し
て
二
十
九
年
度
事
業
と
し
て

一
部
計
画
し
た
し

早
急
調
査
致
し
度

橋
梁
撤
去
材
料
の
生
じ
た
場
合
に
御
希
望
通
り
善
処
致
し
度
い

調
査
の
上
、
早
急
実
施
致
す
様
に
努
力
致
し
度

工
事
費
の
地
元
負
担
に
対
す
る
補
助
申
請
で
あ
る
が
市
議
会
に
於
て
採
択
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
補
助
額
要
求
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
る

県
(
諌
早
土
木
出
張
所
)
に
善
処
方
を
要
望
し
て
ゐ
る

本
年
度
中
に
調
査
完
了
の
上
、
委
員
会
採
択
条
例
を
勘
案
し
て
鉄
道
側
と
接
捗
の
上
、
善
処
致
し
た
い

消
火
栓
の
件
は
水
道
課
に
て
同
地
区
へ
水
道
管
布
設
実
施
す
る
の
で
工
事
と
同
時
に
設
備
す
る

竹
判
官
駅
前
の
主
要
地
に
於
て
晶
梁
整
備
の
必
要
性
は
充
分
認
め
ら
れ
本
年
度
中
に
全
延
長
八
六
人
米
の
問
、
約

一
O
O米
程
度
が
特
に
急
を
要
す
る
の
で
実
施
予
定

残
七
六
八
米
は
二
九
年
度
失
対
事
業
に
於
て
施
行
す
る
予
定
で
あ
る

二
九
年
度
に
於
て
実
地
測
量
後
土
地
其
他
補
償
に
就
き
極
力
地
一活
協
力
を
得
て
か
ら
実
施
し
た
い
予
定
で
あ
る

目

下

施

行

中

引
制
到
倒
州
制
川
削
刷
伺
引
ぺ
閣
則
刻
引
制
倒
叶
刷
矧
樹
制

U
附
剰
刺
叶
剖
制
例
刻
倒
日

U
寸
刺
割
削
洲
川
剰

h
同
旨
陪
防
医
陪
陪
同
円
て
一
樹
間
文
一
や
作
り
回
答
一
心
流
川
崎
閣
間
口
問
と
し
て
林
構

一
箱
を
送
っ
た

私
立
学
校
の
こ
と
で
あ
り
設
置

Eに
つ
い

E一委
員

会

と

し

て

協

割

引

司

制

則

的

出

国

叫

制

汁

U

L
」は

L
お
し

文
化
財
指
定
に
一
応
考
慮
し
て
み
た
が
可
能
性
な
く
学
校
に
於
て
実
施
す
る
こ
と
を
望
む

二
九
年
度
予
算
に
て
実
施
準
備
中

(
戦
災
復
興
国
庫
補
助
三
カ
年
計
画
)

現
在
の
校
舎
(
講
堂
)
は
土
台
が
腐
朽
し
て
お
り
政
築
の
凶
割
引
制
州
引
制
倒
調
副
到
副
附
刻
刻
岡
引
剣
山
川
引

い
た
め
、
し
ば
ら
く
保
尚
す
る

生
徒
自
然
増
に
よ
り
二
十
九
年
度
予
算
に
て
政
築
準
備
中

諏
訪
任
宅
地
区
二
カ
所
に
ス
ペ

リ
台
、
プ
ラ
ン

コ
台
、
各
一
台
宛
四
月
建
設
詰
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ま
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一
ω
食
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わ
れ
る
わ
け
一
(
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や
み
り

一石
間
A

食
一
一
買
に
年
四
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位
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閉
つ

の
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会
に
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分
の
こ
止
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一言
っ
た
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す
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な
態
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に
と
。
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其

ω
一
で
、
そ
の
ょ
っ
在
時

安
心
し
て
治
粧
が
、
受
け
ら

一底
的
K
退
治
し
な
け
れ
ば
一で

?

な
お

一
匹
、
目
に

一わ
な
け
れ
ば
死

ね
)

一
ω
が
現
想
で
す
。

自
分
で
す
る
自
立
的
態
度
一度
は
出
来
る
が
ト
け
注
意
し
一新
入

5
7は
学
校
生
活
ξ

一他
む
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坤
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れ
る
よ
う
に
す
る
た
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康
保
険
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実
紘
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ま
せ
ん
口
'と

こ
ろ
が
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く
家
に
は
大
体
寸
匹
い
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、
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い
ん
ど
の
作
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方
(
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術
生
課
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白
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週

日
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矧
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一

r色
々
あ
る
vc
思
い
ま
す
一め
て
生
活
に
な
れ
さ
せ
る
一k
却
つ

τ減
る
の
が
昔
、
頭
一そ
選
ん
ザ
ト
り
し
ま
す

学
一
私
た
ち
は
国
民
一
個
層
研
険

ω
使
命
を
苧
ぺ

全
力
を

一柿
殺
し
な
り
れ
以
な
り
ま
一

種
類
と
生
態

一一

一
間
一

一

一位

ぞ

」ね
合
わ
せ
、
え
ん

一

二
、
友
竿
と
仲
よ
く
ま
じ
一こ
止。

一で
す
か
ら
、
と
の
よ
う
な

一校
も
困
り
ま
す
し
、
本
人
一
あ
け
て
、
モ

ω翌
定
つ
止
め
℃
居
り
ま
す
が
、
受

一せ
ん
口
ま
た
大
切
な
こ
と
一日
本
に
肱
五

O
か
ら
六

0
=

一笈

州

二

合
二
と
う
豆
位
の
大
き
さ
に、

一

わ
る
態
度
を
養
う
と
止
。

一急
に
生
活
が
変
っ
た
の
で

一身
休
的
変
化
に
止
め
る
か

一
ω
教
育
上
に
も
良
く
あ
り
一
診
的
上
昇
に
伴
な
い
給
付
獄
も
増
加
仁
ま
す
の
で
、

一は
ね
ず
み
退
治
を
側
々
ば

一積
い
オ
す
が
住
家
性
的
も
ニ

十
f

ら
一

一ダ
ン
ゴ
を
作
り
魚
粉
去
、

一

今
ま
で
、

rち
ら
か
喜

一子
供
達
の
心
は
非
常
に
不
一ま
た
無
い
も
の
に
す
る
に

一ま
せ
ん
o

語

険

料

ω牧
納
を
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

一ら

(

に

実
施
し
て
も
効
一め
に
二
十
日
、
く
ま
、
エ

一一

一国

三

一

〈
き
一宮
ラ
ン
の
い
た
め
た
も

一

え
ば
家
庭
中
心
的
で
あ
り
一安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一は
、
充
分
睡
眠
止
休
養
を

一八
、
常
に
母
校

F
連
絡
を
…
こ
で
昨
年
か
ら
保
険
料
取
ま
止
め
納
入
団
体
の
結
成

一果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
か
ら
一ジ
プ

ト
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ね
や
み
が

一一

一k

一二

合

一
品
で
衣
忙
ま
れJ
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o
:

一

叉
自
己
中
心
的
な
行
動
が
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ん
な
心

設

態

K
あ
る
一与
え
る
事
に
注
意
刊
な
げ
一取
る
こ
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o

一
を
促
進
し
て
、
収
納
市
績
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
正

一定
期
的

K
部
落
全
休
で
毒
一あ
り
、

一
聞
に
四
匹
か
ら
一一
一
一O
瓦
一

一

↑

粉
の
約
二
割
は
衣
か
け
川

一

多
く

τ多
人
数

ω
人
去
の

一時
、
何
か
に
つ
け
て
「
も
一れ
ば
な
り
ま
せ
ん

一自
分
勝
手
な
教
育
を
や
ら
一
こ
ろ
、
被
保
険
若
者
全

ω
御
協
力
を
料
、
大
部
分
の
一
殺
法
な
左
に
よ
っ
て
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大
村
観
光
協
会
主
催
に

よ
る
恒
例

ω
大
村
さ
く
ら

祭
は
ざ
月
二
十
五
日
よ
り

四
月
十
五
日
迄
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
忙
依
り
、

盛

大
に
開
催
さ
れ
る
が
、

名

物

「
大
村
さ
く
ら
」
け
広

〈
江
湖

K
知
ら
れ
、

観
光

外
詐
も
多
数
集
り、

出
行

事
も
.
だ
記
の
通
り
、

豪

華
に
繰
民
け
ら
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
市
民
各
位

k
h
拘
か
れ
て
も
「
さ
く
ら

祭」

を
、
経
々
有
意
義
止

す
る
た
め
仰
協
力
を
抑
闘

い
し
ま
す
。
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